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決
算
報
告

決算を認定！
賛 成 10

反 対 １

　
平
成
29
年
度
９
月
定
例
会
議
は
12
日
か
ら
21
日
ま
で
と
し
、
報
告
２
件
・
同
文
議
決
１
件
・
条
例
３
件
・
平
成

29
年
度
一
般
・
各
会
計
補
正
予
算
５
件
・
平
成
28
年
度
各
会
計
の
決
算
認
定
８
件
、
そ
し
て
教
育
委
員
任
命
同
意

と
議
員
発
議
が
上
程
さ
れ
審
議
し
た
。
ま
た
、
７
人
が
一
般
質
問
で
執
行
部
の
考
え
を
質
し
た
。

町
の
家
計
簿
は
こ
ぎ
ゃ
ん
で
す

収入額　67億284万円

支出額　62億9,339万円

単位：万円　下段：構成比

　収入 67 億 284 万円から支出 62 億 9,339 万円を引くと繰越金は４億 945

万円になったが、翌年度へ繰り越す金額、7,689 万円を差し引くと実質の

繰越金額は３億 3,256 万円である。また収入の中には前年度からの繰越

金３億 5,867 万円があり単年度収支は▲ 2,611 万円の赤字となった。

しかし、支出の中には貯金（基金）を１億 581 万円したので、実質単年

度は 7,970 万円の黒字になった。
（金額は四捨五入し万円単位とした）

繰越金
37,497
5.6％

地方譲与税
25,884
3.8％

寄附金
1,382
0.2％地方交付税

298,346
44.5％

町税
78,348
11.7％

県支出金
74,052
11.0％

国庫支出金
77,045
11.5％

町債
42,780
6.4％ 繰入金

1,149
0.2％

財産収入及び
諸収入
15,816
2.4％

負担金及び使用料
17,985
2.7％

単位：万円　下段：構成比

予備費
0

0.0％

災害復旧費
2,693
0.4％

民生費
211,088
33.6％公債費

63,611
10.1％

土木費
46,661
7.4％

総務費
87,234
13.9％

衛生費
67,042
10.7％

農林水産費
68,482
10.9％

教育費
43,521
6.9％

消防費
24,784
3.9％

議会費
7,829
1.2％

商工費
6,394
1.0％

労働費
0

0.0％
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平成 28年度

一 般 会 計 歳入・歳出

見直される「地域で生き抜くプロジェクト」（槻木地区）

しごと創生機構設立総会整備された「林道荒水谷線」

使い方が期待される「旧白濱旅館」

平
成
28
年
度
の
主
な
事
業

町 の 健 康 診 断
　（町監査意見書より抜粋）

　一般会計及び特別会計の歳入歳出決算額については違法な点は見受けられず、関係諸帳票、証
拠書類等は収支決算書と照合の結果合致しており、決算計数は正確で、予算執行状況及び事務処
理についても適正であると認めた。
　また、実質収支に関する調書及び財産に関する調書の計数は正確で、収入支出等の事務は、関
係法令に適合しており、財産の管理については適正に行われていることを認めた。
　年度末における普通会計地方債元金現在高（借金）は、59 億 587 万円で前年度（60 億 6,083 万
円）に比べ１億 5,496 万円減少した。
　また、特別会計を除く基金残高（積立貯金）は 30 億 4,623 万円で前年度より１億 2,144 万円増
加している。
　義務的経費に物件費・維持補修費・補助費等を加えたところの経常的経費は 46 億 8,312 万円で
歳出全体の 74.3％となり、前年度に比べ 2.1 ポイント上がっている。
　今後増え続ける扶助費、また各施設などの老朽化に伴う維持補修費の増加等が見込まれ財源確
保を見通し、関連事業との調整等を考慮し効率的な事業計画を策定すべきと考える。
　これまで事業計画は率の高い補助金を活用されているが、厳しい財政運営を想定し需用費、委
託料等、経常的経費の一層の節約に更なる努力をされ、またふれあい交流センターえびすの湯を
始めとする町直営施設の事業管理については経済性を十分考慮しつつ公共の福祉に繋がるよう運
営すべきである。

決
算
報
告
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平成 28 年度　施策成果

①　一般行政

　　・地方創生加速化交付金事業　������　7,303万円

　　・予約制乗合タクシー運行事業　�����　8,839万円

②　消防・交通・防犯・行政

　　・防犯カメラ、防犯灯ＬＥＤ化

　　　　　�����　1,614万円

　　・災害時の資機材や備蓄物資

　　　　　�����　1,222万円

③　産業行政

　　・農業水利施設保全合理化事業　�����  16,036万円

　　・町有林管理事業　�����������　3,055万円

④　土木行政

　　・道路整備事業　������������  16,952万円

　　・地籍調査事業　������������　9,380万円

⑤　教育行政

　　・体育施設（武道館補修工事等）

　　　　　�����　4,040万円

　　・黒肥地小学校校舎改修工事

　　　　　�����　1,973万円

⑥　衛生事業

　　・居宅サービス　�����������  　57,678万円

　　・地域密着型サービス　��������  　27,757万円

⑦　福祉行政

　　・児童福祉事業　������������　1,566万円

　　・児童手当事業　������������  15,149万円

（千円台切り捨て）

防災備蓄倉庫（社協駐車場）

改修された黒肥地小学校

施
策
成
果
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会計名 収入額 支出額
国民健康保険（事業勘定） １６億７,０８７万円 １５億４,８４８万円
国民健康保険（直診勘定） ６９４万円 ６９４万円

久米財産区 １,２０６万円 １,０２３万円
下水道事業 ３億２,６８１万円 ３億１,４９５万円
介護保険 １５億５,５０１万円 １４億７,２９８万円

後期高齢者医療 １億３,７１４万円 １億３,６３２万円

（千円台切り捨て）

特 別 会 計
決　　 算

区　分 収　入 支　出
収益的収入及び支出 １億8,550万4,642円 １億5,795万6,096円
資本的収入及び支出 297万1,560円 8,329万2,290円
※当年度純利益の未処分利益剰余金2,460万9,386円は全額減債積立金とした。

（税込み）単位：円

上水道事業
会 計 決 算

財政健全化比率 平成28年度 早期健全化基準 備　　考
① 実 質 赤 字 比 率 ― 　１５.０％ 黒字のため―で表示
② 連結実質赤字比率 ― 　２０.０％ 黒字のため―で表示
③ 実質公債費比率 　９.９％ 　２５.０％ Ｈ27　11.0％
④ 将 来 負 担 比 率 ５６.７％ ３５０.０％ Ｈ27　68.3％

財政健全化比率

平成 29 年度補正

歳入歳出予算に 9,532 万円を追加して総額 65 億 9,579 万円とした。

主な歳出

庁舎内無線ＬＡＮ構築事業・・・・483 万円

公衆無線ＬＡＮ環境整備・・・・・642 万円

くま川鉄道補助・・・・・・・・・485 万円

ふれあい交流センター管理・・・・161 万円

空き家・空き店舗等活用事業補助・149 万円

道路修繕整備・・・・・・・・・・300 万円

林道槻木北線災害復旧・・・・・2,700 万円

準用河川災害復旧・・・・・・・・615 万円

特別会計

国民健康保険（事業勘定）・・・118 万円追加　　総額　15 億 4,654 万円

介 護 保 険・・・・・・・・・3,543 万円追加　　総額　15 億 4,170 万円

後期高齢者医療・・・・・・・・97 万円追加　　総額　 １億 4,272 万円

（単位：万円）

主な歳入

国庫補助金・・・・・1,614 万円

県支出金・・・・・・2,326 万円

繰 入 金・・・・・・1,313 万円

繰 越 金・・・・・・3,149 万円

町　　債・・・・・・・360 万円

※ 地方自治体の財政状況を数値化したものであり、早期健全化基準のレッドラインを全て下回り
　 本町は健全な状態である。

一般会計

決
算
・
補
正
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みなさんからの陳情
件名及び要旨 提出者の住所及び氏名 付託委員会 結果

「全国森林環境税の創設に関する意
見書採択」に関する陳情について

新潟県村上市三之町１番１号
全国森林環境税創設促進議員連盟

会長　板垣　一徳
総務産業 採択

「協同労働の協同組合法（仮称）」
の速やかな制定を求める意見書に
関する陳情書

福岡県福岡市博多区堅粕４丁目１
番 12 号　嶋井ビル２階 21 号
日本労働者協同組合連合会セン
ター事業団　九州沖縄事業本部

本部長　奥　　治

議員配布

熊本県市町村総合事務組合の共同処理する事務の変更及び規約の一部変更について

教育委員を同意 ‼

犬　童　　畔　氏（黒肥地）

犬童　畔教育委員会委員の任期満了（平成

29 年９月 30 日）にともなう再任について同

意した。

多良木町監査委員に関する条例の一部を改正する条例を定めることについて

多良木町税条例の一部を改正する条例を定めることについて

多良木町工場設置奨励条例及び多良木町企業立地の促進等による地域における産業集積の形

成及び活性化に関する法律第 10 条第１項の規定に基づく準則を定める条例の一部を改正す

る条例を定まることについて

教 育 委 員 と は

町長が議会の同意を得て任命するもの

で、任期は４年で再任も可である。

※教育委員会は、地方公共団体等に置か

れる合議制の執行機関であり、生涯学

習・社会教育・学校教育・文化・スポー

ツ等の幅広い施策を展開。

同　文　議　決

条　例　改　正

同

意
・

議

決

条

例

改

正
・

陳

情
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政 務 活 動 報 告

えひめ結婚支援センター

地方創生に資する「地域情報化大賞 2015」表彰　「特別賞」

『愛結び』におけるビッグデータの活用
　平成 20 年に愛媛県法人会連合会が愛媛県から委託を受け開設されていた。

　出会いの場の提供（結婚支援イベントの開催）とお見合いの事業（愛結び）の二つの事業を行っ

ている。少子化の要因である未婚化・晩婚化に対応する

ため企業・団体・ボランティア等と連携しながら、結婚

を希望する男女に出会いの場を提供している。

　お見合いの事業（愛結び）では、会員制のお見合いシ

ステムによりプロフィールを登録し情報を閲覧して、会

いたい方を探し、愛結びサポーターが個別に引き合わせ

をする。他、メルマガ登録者へ配信のイベントや、ボラ

ンティア推進員によるカップリングフォローにより実績

をあげられていた。

総務産業常任委員会

長野県下伊那郡下條村　

人口 3,836 人　世帯数 1,278 世帯
（山村の新たな決意）

子育て支援と定住促進について
　南信州に位置する下條村は次々と打った少子

化対策が功を奏し、人口増に転じた「奇跡の村」

として知られる。全国トップレベルの健全財政

化も誇る。行財政の情報公開と徹底的な経費の

削減で多彩な子育て支援や若者定住促進事業に

取り組んでいる村であった。

群馬県多野郡上野村　

人口 1,278 人　世帯数 615 世帯
（群馬県で最も小さい自治体）

循環型社会への取り組みについて
　村の総面積の 95％を占める森林を効果的に活

用する林業の振興、観光業の推進、新エネルギー

の活用対策、バイオマスの有効利用による村内

循環型社会の構築への取り組みなど、様々な林

業再生と森林資源の六次産業化が進んでいる。

自然エネルギー（バイオマス）の地産地消を実

践している画期的な村であった。

両村とも今後の町づくりに非常に参考になるものであった。

厚生環境文教常任委員会

木工品製作 バイオマス発電 若者定住促進住宅「メゾン」

県をあげての「愛結び」

政
務
活
動
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その他の一般質問

源嶋たまみ議員

・働き方改革について

山中　馨議員

・黒肥地小校区懇談会の内容

・地方創生について

・多良木高跡地利用について

・槻木集落支援制度　

林田俊策議員

・行政座談会について

・地方創生について

・人事異動について

・高校利活用について

久保田武治議員

・小学校英語教育問題

・「優良繁殖牛」補助金問題

・川辺川利水事業問題

坂口幸法議員

・行政座談会について

・多良木高施設利活用問題　　

・地域医療・福祉分野の雇用に

  ついて

中村正德議員

・行政座談会について

・自主財源について　

平成29年度　第２回議会（７月会議）

　指導主事の配置などに伴う予算など
補正額（７１４万９千円）

　７月末で休校となった槻木小学校の川畑教頭を教育委

員会指導主事として配置する予算（給料など約６５１万

円）・槻木地区の林道崩落による設計委託料１２０万

円・益田了さん飼育の和牛全国共進会（宮城県）出陳費

など６７万４千円を補正追加し、槻木小の用務員退職・

給食業務の中止などによる減額１９３万１千円を審議可

決した。　　　

県町村議会議員研修　

平成29年10月４日　美里町

演題　「熊本地震からの復旧・復興に向けての課題」

講師：公立大学法人 熊本県立大学 理事長 五
い

百
おき

旗
べ

 真 氏

　地球の成り立ちからして、世界各地に断層や構造帯が
縦横に存在し地震が不可避であることを自覚しなければ
ならない。
　阪神大震災を体験し、「熊本に地震はない」と熊本に
招聘されたが図らずも「熊本地震」の体験者となった。
　復旧・復興には多大な
エネルギーと迅速な救援
体制を必要とする。知事
が掲げる三原則、１.痛み
の減少化２.創造的な復興
３.未来につながる復旧を
進める事が肝要である。

演題　「町村防災とは？　熊本地震の教訓とともに」

講師：熊本県知事公室 危機管理防災企画監　有
あり

浦
うら

 隆 氏

　そもそも防災とは、法によると「災害を未然に防止
し、災害が発生した場合に被害の拡大を防ぎ、災害の復
旧を図ること」とされている。防災の本質は予防にある
と指摘し、地域の特性（気象や立地条件など）を把握し
た対策を考えること。
　県防災の根本的考え方として、県民を災害が起きる時
間と場所から逃避させる＝自然と闘わせてはならない。
つまり、早めの明るいうちに逃がすことを強調された。
　熊本地震対応の「改善を要する点」として１.発生後の
行政事務の訓練２.支援物資の配送方法３.避難所位置の
見直しと運営方法を挙げられた。
　災害に強い町とは１.住民自らが準備できていること
２.防災リーダー・スペシャリストがいること３.災害発
生後の行政事務に滞りがないことが強調された。　

会
議
・
研
修
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質
問

　
町
の
休
校
・
分
校

の
方
向
に
つ
い
て
、
槻
木

小
学
校
の
休
校
を
踏
ま
え

ど
う
お
考
え
か
。
教
育
委

員
会
は
、
教
育
環
境
・
教

育
の
平
等
性
な
ど
、
誰
の

た
め
の
学
校
か
を
子
ど
も

を
中
心
に
考
え
、
し
っ
か

り
と
協
議
し
責
任
を
持
っ

て
答
え
を
出
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

佐
藤
教
育
長

　
子
ど
も
を

中
心
に
考
え
る
べ
き
で
あ

る
。
検
討
の
観
点
と
し
て
、

未
来
あ
る
子
ど
も
の
生
き

る
力
を
育
む
こ
と
が
可
能

な
教
育
環
境
で
あ
る
か
、

か
つ
、
地
域
の
文
化
セ
ン

タ
ー
的
な
役
割
も
考
慮

し
、
理
解
を
求
め
な
が
ら

結
論
を
出
し
て
い
き
た

い
。

質
問

　
社
会
教
育
は
町
づ

く
り
の
根
幹
を
な
す
も
の

で
あ
る
が
、
公
民
館
活
動

を
軸
に
町
民
の
学
習
の
場

を
計
画
立
案
す
べ
き
社
会

教
育
主
事
は
不
在
の
ま
ま

で
あ
る
。
ど
う
い
う
認
識

を
お
持
ち
か
。
ま
た
総
合

開
発
計
画
に
は
、
行
政
区

担
当
職
員
配
置
制
度
で
各

行
政
区
に
２
名
を
配
置
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活

動
を
担
当
し
、
多
様
化
す

る
要
望
な
ど
を
行
政
へ
つ

な
ぐ
パ
イ
プ
役
と
し
て
地

区
活
動
の
活
性
化
を
推
進

す
る
と
あ
る
が
ど
う
お
考

え
か
。

佐
藤
教
育
長

　
社
会
教
育

主
事
は
非
常
に
重
要
で
あ

る
。
生
涯
学
習
講
座
・
文

化
財
事
業
・
公
民
館
活
動
・

社
会
体
育
な
ど
を
行
っ
て

い
る
が
、
大
き
な
課
題
は

事
業
を
リ
ー
ド
す
る
人
材

育
成
と
人
材
不
足
で
あ

る
。
社
会
教
育
主
事
の
専

門
性
を
活
か
し
て
の
指
導

助
言
を
考
え
て
い
る
。

町
長

　
制
度
に
つ
い
て
は

社
会
教
育
全
般
を
包
括
的

に
抑
え
る
活
動
と
し
て
は

機
能
し
て
い
な
い
。
職
員

と
協
議
し
な
が
ら
各
課
・

各
区
で
の
話
し
合
い
を
進

め
た
い
。

質
問

　
膨
ら
み
続
け
る
介

護
事
業
費
だ
が
、
大
切
な

の
は
地
方
包
括
ケ
ア
を

し
っ
か
り
確
立
す
る
こ
と

で
あ
り
、
地
域
福
祉
計
画

に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る

「
社
会
福
祉
協
議
会
」
の

会
長
で
も
あ
る
町
長
の
意

識
・
牽
引
力
が
と
て
も
必

要
で
あ
る
。
大
局
か
ら
見

た
介
護
事
業
の
考
え
を
述

べ
ら
れ
、
行
政
を
事
務
方

と
し
て
社
会
福
祉
協
議

会
・
民
間
事
業
所
な
ど
と

の
連
携
組
織
の
立
ち
上
げ

に
よ
り
、
町
の
福
祉
事
業

の
確
立
に
つ
な
げ
て
い
く

べ
き
で
は
。

町
長

　
課
題
と
し
て
は
、

若
い
人
に
残
っ
て
い
た
だ

く
政
策
が
必
要
で
、
介
護

保
険
の
緩
和
に
つ
な
が
る

と
思
っ
て
い
る
。
ま
た
、

一
歩
踏
み
込
ん
だ
「
健
康

づ
く
り
応
援
隊
」
の
活
動

を
し
て
い
た
だ
き
た
い
こ

と
と
、
社
会
福
祉
協
議
会

の
地
域
福
祉
計
画
に
お
け

る
実
働
評
価
は
か
な
り
厳

し
い
の
で
、
こ
れ
か
ら
の

活
動
を
き
ち
ん
と
協
議
し

な
が
ら
、
作
っ
た
体
系
に

沿
っ
て
努
力
し
て
い
き
た

い
。

質
問

　
こ
れ
か
ら
進
ん
で

い
く
で
あ
ろ
う
交
流
人

口
・
定
住
等
に
よ
る
国
際

交
流
へ
の
対
応
に
つ
い

て
、
文
化
の
違
い
に
よ
る

誤
解
な
ど
が
生
じ
な
い
よ

う
、
公
民
分
館
活
動
等
を

通
し
、
生
活
習
慣
等
の
意

見
交
換
や
行
事
で
の
交
流

な
ど
気
持
ち
よ
く
住
め
る

よ
う
な
施
策
を
示
す
べ
き

で
は
。

町
長

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

ス
ク
ー
ル
・
社
会
教
育
の

現
場
・
公
民
館
活
動
等
で

の
交
流
に
よ
る
町
独
自
の

受
け
入
れ
方
を
考
え
て
い

る
。

髙

橋

裕

子

Q 
施
策
を
し
っ
か
り
述
べ
て
い
た
だ
き
た
い 

A 
立
場
を
踏
ま
え
つ
つ
述
べ
た
い 

Q 
職
員
に
望
む
こ
と
は 

A 
サ
ー
ビ
ス
産
業
を
肝
に
銘
じ
て 

Q 
誤
解
の
な
い
国
際
交
流
を 

A 
町
独
自
の
受
け
入
れ
方
を 

質
問

　
行
財
政
を
担
う
職

員
の
採
用
に
つ
い
て
は
、

監
査
意
見
書
に
も
技
術
系

社
会
人
枠
・
専
門
職
の
採

用
な
ど
に
よ
る
人
員
確
保

と
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な

が
る
行
政
組
織
の
再
構
築

の
検
討
が
あ
げ
て
あ
る
。

今
回
の
採
用
に
は
反
映
さ

れ
て
い
な
い
が
ど
う
お
考

え
か
。
ま
た
、
職
員
に
望

む
こ
と
は
。

町
長

　
30
歳
ま
で
３
名
募

集
し
た
。
指
摘
の
課
題
は

間
違
い
な
く
あ
る
の
で
、

今
後
は
考
え
た
い
。
職
員

に
は
、
サ
ー
ビ
ス
産
業
で

あ
る
と
い
う
こ
と
を
き
ち

ん
と
肝
に
銘
じ
て
住
民
の

方
々
に
接
し
て
ほ
し
い
。

公民館活動とは

一
般
質
問
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質
問

　
来
年
度
に
国
民
健

康
保
険
の
運
営
主
体
が
市

町
村
か
ら
都
道
府
県
に
移

管
さ
れ
る
が
、
加
入
者
が

支
払
う
保
険
料
が
上
が
る

と
予
想
さ
れ
て
い
る
。
国

の
財
政
支
援
の
配
分
が
決

ま
っ
て
い
な
い
の
で
、
本

町
に
お
い
て
は
ど
の
よ
う

に
予
想
し
、
い
つ
頃
試
算

は
で
き
る
の
か
。
ま
た
国

保
の
加
入
者
は
高
齢
者
や

低
所
得
者
が
多
く
、
現
状

で
も
収
納
率
が
悪
い
。
こ

れ
以
上
、
上
が
る
と
な
る

と
益
々
収
納
率
が
悪
く
な

る
と
思
う
が
ど
の
よ
う
な

対
策
を
お
考
え
か
。

東
健
康
・
保
険
課
長

　

平
成
29
年
度
の
試
算
値
は

県
の
国
保
運
営
会
議
の
方

で
諮
問
さ
れ
た
後
、
一
般

公
表
を
さ
れ
、
来
年
度
の

県
へ
の
納
付
金
及
び
標
準

保
険
料
の
算
定
に
つ
い
て

は
、
10
月
以
降
に
新
デ
ー

タ
を
使
っ
て
試
算
し
、
一

人
当
り
保
険
料
が
確
定
さ

れ
る
。
当
然
結
果
は
異
な

る
と
思
わ
れ
る
。

町
長

　
町
の
一
般
財
源
で

の
補
填
は
な
か
な
か
難
し

い
と
思
う
が
、
今
後
保
険

料
が
上
が
れ
ば
当
然
議
会

と
協
議
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
。

質
問

　
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
は
、
多
目
的
研
修
セ

ン
タ
ー
の
改
修
案
・
新
た

に
建
て
る
案
・
大
集
会
場

を
利
用
す
る
案
と
三
案
あ

る
が
、
平
成
27
年
12
月
以

降
、
何
回
会
議
が
行
わ
れ

た
の
か
、
方
向
性
は
決

ま
っ
た
の
か
。
ま
た
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
の
一
環
と

し
て
、
大
集
会
場
を
図
書

館
と
し
て
改
修
し
た
い
と

聞
い
て
い
た
が
、
改
修
さ

れ
た
旧
白
濱
旅
館
と
の

関
連
性
は
ど
う
な
っ
た
の

か
。
い
つ
ま
で
に
こ
う
し

た
い
と
い
う
計
画
が
あ
る

の
か
。

大
石
教
育
振
興
課
長

　
熊

本
地
震
の
経
験
か
ら
本
町

に
も
防
災
施
設
が
必
要
で

は
な
い
か
と
い
う
意
見
も

あ
る
。
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て
は
今
ま
で

の
議
論
や
要
望
書
、
町
全

体
の
施
設
整
備
の
方
向
性

等
を
検
証
し
、
再
度
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

質
問

　
人
吉
市
と
ノ
オ

ト
・
肥
後
銀
行
・
Ｊ
Ｒ
九

州
熊
本
支
社
は
古
民
家
等

の
歴
史
的
建
造
物
を
宿
泊

施
設
、
レ
ス
ト
ラ
ン
等
地

域
再
生
の
核
と
な
る
観
光

施
設
と
し
て
活
用
す
る

「
歴
史
的
建
築
物
活
用
に

関
す
る
連
携
協
定
」
が
結

ば
れ
た
。
外
部
に
知
恵
を

求
め
る
こ
と
で
、
今
後
予

算
が
取
れ
た
り
、
継
続
す

る
事
業
に
よ
り
町
の
発
展

の
た
め
に
な
る
の
な
ら
必

要
か
と
思
う
が
、
町
長
は

ノ
オ
ト
と
の
連
携
を
ど
の

よ
う
に
お
考
え
か
。
ど
の

よ
う
な
町
づ
く
り
に
し
た

い
と
お
考
え
か
。

町
長

　
本
町
も
積
極
的
に

ノ
オ
ト
の
方
に
働
き
か
け

た
い
と
思
う
。
可
能
性
が

あ
る
建
物
が
本
町
に
た
く

さ
ん
あ
る
と
聞
い
て
い
る

し
、
ノ
オ
ト
と
は
関
係
を

深
め
て
応
援
を
し
て
い
く

よ
う
な
事
業
展
開
が
で
き

れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

※ 

ノ
オ
ト
（
一
般
社
団
法
人

ノ
オ
ト
・
Ｎ
О
Ｔ
Ｅ
）
と

は
→
古
民
家
再
生
支
援

サ
ー
ビ
ス
を
軸
に
し
た
事

業
を
し
、
観
光
庁
の
日
本

版
Ｄ
Ｍ
О
（
観
光
地
域
づ

く
り
の
か
じ
取
り
役
を
担

う
法
人
）
候
補
法
人
に
地

域
連
携
Ｄ
Ｍ
О
と
し
て
登

録
さ
れ
て
い
る
。

　

Q 
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
は

A 
再
度
検
討

Q 国保の「都道府県化」は

A 10月以降新データで

源

嶋

た

ま

み

Q 
活
力
あ
る
町
づ
く
り
は

A 
積
極
的
に
働
き
か
け
た
い

待ったのかかった多目的研修センター

どうする！ 町づくり

一
般
質
問
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質
問

　
11
月
に
予
定
の
広

域
農
場
法
人
設
立
説
明
会

が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の

広
域
農
場
法
人
を
含
め
て

農
業
に
対
す
る
町
長
の
考

え
は
。

町
長

　
農
家
の
平
均
年
齢

が
65
才
を
超
え
、
営
農
継

続
や
農
地
管
理
が
困
難
な

状
況
に
あ
り
、
こ
の
広
域

農
場
法
人
の
設
立
は
必
要

と
思
っ
て
い
る
。
ま
た
農

業
は
町
の
基
幹
産
業
で
あ

る
の
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
支

援
を
行
っ
て
い
く
。

質
問

　
法
人
組
織
に
加
入

し
て
い
な
い
と
、
こ
れ
か

ら
国
の
交
付
金
等
の
支
給

が
な
い
場
合
が
あ
る
と
言

わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
内

容
は
。

久
保
農
林
課
長

　
経
営
所

得
安
定
対
策
の
中
で
、
米

の
交
付
金
は
30
年
度
か
ら

廃
止
さ
れ
る
。
な
ら
し
対

策
に
つ
い
て
は
、
集
落
営

農
組
織
を
法
人
化
す
る
こ

と
が
条
件
と
な
り
、
ま
た

個
人
農
家
で
認
定
農
業
者

以
外
は
多
様
な
影
響
緩
和

対
策
等
へ
の
加
入
は
で
き

な
い
こ
と
に
な
る
。

質
問

　
法
人
化
す
る
と
大

型
の
農
業
機
械
等
に
は

国
・
県
の
補
助
が
あ
る
が
、

中
山
間
の
農
家
に
と
っ
て

は
小
型
の
農
業
機
械
や
各

種
の
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
も

必
要
で
あ
る
。
以
前
の
よ

う
に
町
単
独
の
補
助
は
で

き
な
い
か
。

　町
長

　
小
型
の
農
業
機
械

に
対
す
る
補
助
は
三
年
間

行
わ
れ
て
い
た
が
今
は

行
っ
て
い
な
い
。
こ
の
補

助
事
業
は
成
果
が
あ
っ
た

の
で
今
後
に
つ
い
て
は
検

討
す
る
。

　

　質
問

　
上
球
磨
消
防
組
合

庁
舎
建
設
が
決
ま
り
31
年

に
は
完
成
の
運
び
と
な
っ

た
。
こ
の
庁
舎
建
設
費
に

国
・
県
の
補
助
は
あ
る
の

か
、
ま
た
本
町
の
負
担
割

合
と
町
の
建
設
費
の
財
源

は
ど
う
す
る
の
か
。

町
長

　
庁
舎
建
設
に
対
す

る
国
・
県
の
補
助
は
な
い

が
、
消
防
組
合
が
緊
急
防

災
減
災
事
業
債
を
借
り
入

れ
て
建
設
費
と
す
る
。
償

還
金
は
一
般
財
源
を
あ
て

る
が
、
償
還
金
の
70
％
は

交
付
税
措
置
を
さ
れ
る
の

で
、
町
の
負
担
は
こ
の
事

業
債
を
使
え
ば
い
く
ら
か

減
少
す
る
と
思
わ
れ
る
。

町
の
負
担
割
合
は
約
27
％

に
な
る
予
定
で
あ
る
。

山

中
　

馨

Q 
農
業
と
広
域
農
場
法
人
に
対
す
る
考
え
は

A 
広
域
農
場
法
人
は
必
要
と
思
う

Q 
上
球
磨
消
防
組
合
庁
舎
建
設
費
の

　  

町
負
担
割
合
は

A 
負
担
割
合
は
約
27
％
に
な
る 

補助を求める小型農機具

進んでいる庁舎造成工事

一
般
質
問
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質
問

　
学
力
テ
ス
ト
の
現

状
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。

佐
藤
教
育
長

　
中
学
校
は

県
・
全
国
平
均
と
大
体
同

じ
く
ら
い
で
、
小
学
校
は

残
念
な
が
ら
平
均
よ
り
や

や
下
回
っ
て
い
る
現
状
で

あ
る
。
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け

た
が
、
こ
れ
か
ら
学
力
を

上
げ
て
い
き
た
い
。

質
問

　
前
教
育
長
は
郡
の

教
育
長
会
議
で
「
結
果
を

公
表
し
な
い
」
と
い
う
こ

と
で
統
一
し
て
あ
る
と
言

わ
れ
た
が
、
誰
に
公
表
の

権
限
が
あ
る
の
か
。

佐
藤
教
育
長

　
各
町
村
の

「
教
育
委
員
会
」
に
あ
る
。

質
問

　
今
後
ど
の
よ
う
に

し
て
学
力
を
上
げ
て
い
く

の
か
。

佐
藤
教
育
長

　
学
習
意
欲

を
高
め
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
が
、
そ
の
た
め

に
は
日
々
の
授
業
が
重
要

で
あ
る
。
管
理
職
が
校
内

で
研
修
を
充
実
さ
せ
、
今

回
設
置
さ
れ
た
指
導
主
事

が
、
専
門
的
観
点
か
ら
授

業
改
善
を
図
る
。
そ
し
て

今
後
、
熊
大
付
属
小
学
校

と
協
定
し
、
研
究
業
績
を

取
り
入
れ
た
い
と
思
っ
て

い
る
。

質
問

　
こ
れ
か
ら
少
子
高

齢
化
の
中
、
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
作
り
が
重

要
に
な
っ
て
く
る
と
思
わ

れ
る
が
、
そ
の
中
心
的
役

割
を
担
う
「
公
民
館
活
動
」

を
ど
う
捉
え
て
い
る
の

か
。

町
長

　
行
政
と
し
て
は
な

は
だ
不
本
意
な
状
況
で
あ

る
。

質
問

　
４
地
区
の
公
民
館

長
は
や
は
り
「
教
育
長
兼

務
」
な
の
か
。

町
長

　
し
っ
か
り
把
握
し

て
い
な
か
っ
た
が
兼
務
し

て
い
る
と
い
う
解
釈
で
あ

る
。

佐
藤
教
育
長

　
恥
ず
か
し

な
が
ら
認
識
が
な
か
っ
た
。

質
問

　「
社
会
教
育
法
」

の
中
で
「
主
事
を
置
く
」

と
な
っ
て
い
る
が
本
町
に

は
「
い
な
い
」
ど
う
解
釈

し
て
い
る
の
か
。

松
本
総
務
課
長

　「
主
事

を
置
く
」
と
な
っ
て
い
る

の
で
「
置
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
解
釈
し
て
い

る
。

大
石
教
育
振
興
課
長

　
教

育
委
員
会
で
も
「
置
く
」

と
い
う
こ
と
で
解
釈
し
て

い
る
。

町
長

　
早
速
、
協
議
に
取

り
掛
か
る
。

質
問

　
こ
れ
か
ら
「
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
建
設
」
等

の
問
題
を
か
か
え
る
中
、

教
育
長
が
先
ほ
ど
述
べ
た

よ
う
に
「
学
力
向
上
」
に

む
け
て
頑
張
る
と
い
う
時

に
「
社
会
教
育
」
を
充
分

に
で
き
る
現
状
な
の
か
。

新
た
に
公
民
館
長
を
置
く

べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長

　
公
民
館
長
を
兼
ね

る
と
い
う
こ
と
は
仕
事
の

量
が
増
え
な
か
な
か
難
し

い
と
思
う
。「
社
会
教
育
」

は
劣
っ
て
い
る
と
思
う
の

で
、
今
後
協
議
し
て
い
き

た
い
。

　

Q 

公
民
館
活
動
は

　
A 

不
本
意
な
状
況

Q 学力テストは

A 小学校は残念ながら 

林

田

俊

策

テストの結果は…

期待される公民館活動（久米公民館完成予想図）

一
般
質
問
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質
問

　
町
長
就
任
後
初
め

て
の
座
談
会
、
４
会
場
全

体
で
３
０
２
名
、
町
民
の

参
加
者
が
１
１
５
名
と
の

こ
と
だ
が
、
多
か
っ
た
の

か
、
少
な
か
っ
た
の
か
、

ど
の
よ
う
な
評
価
を
お
持

ち
か
。

町
長

　
人
口
か
ら
す
る
と

少
な
か
っ
た
。

質
問

　
３
月
会
議
で
、
町

長
に
集
落
に
足
を
運
び
、

町
政
へ
の
理
念
や
思
い
を

語
り
、
住
民
の
声
を
し
っ

か
り
と
聴
く
べ
き
と
提
言

し
た
。
錦
町
で
は
８
月
に

26
行
政
全
地
区
に
町
長
が

出
席
し
、
全
戸
数
の
２

割
・
７
６
３
名
が
参
加
し

て
い
る
。
ま
た
、
各
地
区

の
要
望
な
ど
事
前
に
区
長

を
通
じ
て
集
約
し
て
い

る
。
ト
ッ
プ
の
姿
勢
も
含

め
て
ど
の
よ
う
に
思
わ
れ

る
か
。

町
長

　
い
ろ
い
ろ
研
究

し
、
各
課
と
協
議
し
て
い

き
た
い
。

　質
問

　
８
月
、
新
任
の
支

援
員
に
変
わ
っ
た
が
、
業

務
内
容
に
違
い
は
あ
る
の

か
。
募
集
要
項
に
よ
る
と

集
落
の
巡
回
や
状
況
把
握

以
外
に
も
地
域
で
の
イ
ベ

ン
ト
研
修
の
企
画
、
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
な
ど
広
く
高
度

の
知
識
が
必
要
な
仕
事
に

な
っ
て
い
る
が
、
月
額

17
万
円
の
報
酬
で
で
き
る

の
か
。

町
長

　
全
て
や
っ
て
欲
し

い
と
い
う
こ
と
で
は
な

く
、
基
本
は
診
療
所
へ
の

送
迎
を
考
え
て
い
る
。

質
問

　
こ
の
集
落
支
援
員

制
度
に
つ
い
て
は
、
国
か

ら
３
５
０
万
円
が
交
付
さ

れ
て
い
る
と
思
う
が
、
こ

れ
ま
で
に
い
く
ら
交
付
さ

れ
た
の
か
。

岡
本
企
画
観
光
課
長

25
年
度
以
降
３
５
０
万
円

で
計
算
す
る
と
、
こ
の
４

年
間
で
１
４
０
０
万
円
と

な
る
。

質
問

　
今
後
の
交
付
額
と

期
間
は
ど
う
な
る
の
か
。

岡
本
企
画
観
光
課
長

任
期
の
定
め
は
な
い
の

で
、
改
正
が
な
い
限
り

３
５
０
万
円
を
上
限
と
し

て
交
付
さ
れ
る
と
思
う
。

質
問

　
町
長
は
槻
木
の
行

政
座
談
会
で
、
今
後
も

し
っ
か
り
支
え
て
い
く
と

述
べ
ら
れ
た
が
、
在
任
中

の
方
針
・
決
意
と
受
け
止

め
て
い
い
の
か
。

町
長

　
言
葉
ど
お
り
受
け

取
っ
て
頂
き
た
い
。

久

保

田

武

治

Q 
町
長
は
集
落
に
足
を
運
ぶ
べ
き

A 
研
究
、
協
議
し
た
い

Q 槻木支援は在任中の決意・方針か

A 言葉どおり支援する

Q 
特
養
ホ
ー
ム
を
増
床
す
べ
き

A 
心
情
的
に
は
非
常
に
共
感

質
問

　
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
の
待
機
者
数
と
、

増
床
に
つ
い
て
は
検
討
さ

れ
て
い
る
の
か
。

東
健
康
・
保
険
課
長

　

球
磨
圏
域
で
は
３
３
８

名
、
本
町
で
は
36
名
と

な
っ
て
い
る
。
増
床
に
つ

い
て
は
、
需
要
と
供
給
の

バ
ラ
ン
ス
、
負
担
金
の
問

題
も
あ
り
具
体
化
し
て
い

な
い
。
行
政
の
責
任
と
し

て
福
祉
政
策
を
進
め
る
必

要
が
当
然
あ
る
。

質
問

　
介
護
保
険
制
度
の

改
定
で
入
所
基
準
が
厳
し

く
な
り
、
希
望
者
が
門
前

払
い
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ

で
、
厚
生
労
働
省
が
入
所

に
関
す
る
通
達
を
出
し
て

い
る
が
ご
承
知
か
。

東
健
康
・
保
険
課
長

　

県
か
ら
門
前
払
い
を
や
っ

て
は
い
け
な
い
と
の
通
知

が
来
て
い
る
。

質
問

　
特
養
ホ
ー
ム
の
増

床
に
つ
い
て
の
基
本
的
な

認
識
を
伺
い
た
い
。

町
長

　
自
ら
の
体
験
を
通

じ
て
心
情
的
に
は
理
解
、

共
感
で
き
る
。
た
だ
、
施

設
増
に
よ
る
介
護
保
険
料

の
上
昇
な
ど
懸
念
も
あ

り
、
担
当
課
や
上
級
機
関

と
も
協
議
し
な
が
ら
決
め

る
こ
と
に
な
る
。

さみしかった座談会

「命の綱」槻木診療所

一
般
質
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坂

口

幸

法

質
問

　
少
子
高
齢
化
と
人

口
減
か
ら
の
脱
却
を
目
的

と
し
、
県
外
の
子
育
て
世

帯
を
招
き
入
れ
た
槻
木
地

区
再
生
事
業
（
地
域
で
生

き
抜
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推

進
事
業
）
の
経
緯
は
。

岡
本
企
画
観
光
課
長

　
槻

木
地
区
は
、
町
内
で
も
過

疎
化
・
高
齢
化
が
非
常
に

進
ん
で
お
り
、
そ
の
対
策

と
し
て
熊
本
大
学
に
依
頼

し
集
落
点
検
を
実
施
し

た
。
結
果
、
住
ん
で
い
る

方
の
子
ど
も
の
移
住
は
難

し
い
と
い
う
こ
と
で
三
つ

の
選
択
肢
（
自
然
消
滅
・

集
落
全
体
の
移
住
・
子
育

て
世
代
の
呼
び
込
み
）
が

出
さ
れ
、
そ
の
中
か
ら
子

育
て
世
代
を
選
択
し
、
国

の
集
落
支
援
員
の
制
度
を

活
用
し
公
募
し
た
。
こ
の

活
動
は
、
町
内
の
モ
デ
ル

と
し
て
の
取
り
組
み
で
も

あ
っ
た
。

質
問

　
事
業
に
対
し
て
の

検
証
と
評
価
は
。

町
長

　
私
の
考
え
方
で
検

証
す
る
と
、
槻
木
に
ト
イ

レ
や
住
宅
に
か
な
り
金
を

つ
ぎ
込
ん
で
、
熊
本
県
を

開
校
と
い
う
部
分
で
巻
き

込
み
、
外
部
か
ら
家
族
を

連
れ
て
き
て
高
額
で
支
援

員
を
雇
わ
れ
た
の
が
一

つ
、
地
域
の
行
事
を
統
括

し
、
そ
れ
を
槻
木
全
体
を

限
界
集
落
と
し
修
復
し
て

い
く
意
味
で
の
仕
事
が
私

個
人
と
し
て
は
で
き
て
い

な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

結
果
、
こ
の
事
業
は
私
は

失
敗
で
あ
っ
た
と
判
断
を

し
て
い
る
。

質
問

　
町
長
の
個
人
的
な

検
証
・
評
価
で
あ
る
こ
と

は
い
な
め
な
い
。
よ
っ
て
、

第
三
者
に
よ
る
事
業
に
対

し
て
の
検
証
・
評
価
が
必

要
で
は
な
い
か
。

町
長

　
第
三
者
の
検
証
も

必
要
だ
と
言
っ
た
が
、
検

証
を
や
る
と
い
う
こ
と
で

は
な
い
。
こ
れ
は
考
え
て

判
断
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
。

Q 
地
方
創
生
事
業
は

A 
本
気
で
頑
張
る

Q 槻木地区再生事業は

A 検証結果は失敗

Q 
高
校
施
設
活
用
は

A 
県
と
協
議
中

質
問

　
地
方
創
生
事
業
の

取
り
組
み
に
関
し
て
の
町

長
の
本
気
度
は
。

町
長

　
国
が
進
め
て
い
る

一
大
事
業
だ
と
思
う
。
関

係
す
る
方
々
が
一
生
懸
命

頑
張
っ
て
考
え
て
お
ら
れ

る
の
で
、
そ
う
い
う
方
々

に
引
っ
張
ら
れ
る
形
で
私

も
本
気
で
や
っ
て
い
る
。

理
解
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

う
。

質
問

　
高
校
施
設
利
活

用
に
つ
い
て
は
、
町
民

間
に
も
様
々
な
憶
測
が
飛

び
交
っ
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。
全
て
の
情
報
を
開
示

し
て
、
人
吉
・
球
磨
の
地

方
創
生
の
観
点
か
ら
高
校

の
在
り
方
を
議
論
す
る
べ

き
で
は
。

町
長

　
広
報
等
で
住
民
の

皆
さ
ん
に
公
表
し
て
い
く

が
、
県
と
調
整
を
し
て
い

る
中
で
の
情
報
公
開
は
な

か
な
か
難
し
い
。
ま
ず
は
、

住
民
の
代
表
の
方
々
に
お

話
を
し
て
、
了
承
を
得
な

が
ら
や
っ
て
い
き
た
い
。協議の公開を

一
般
質
問
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質
問

　
高
校
施
設
の
利
活

用
に
つ
い
て
、
中
学
校
の

移
転
、
技
術
取
得
の
た
め

の
教
育
研
究
施
設
、
サ
テ

ラ
イ
ト
型
大
学
学
部
の
誘

致
等
、
選
択
肢
を
い
く
つ

か
あ
げ
ら
れ
た
が
、
そ
の

他
の
案
は
な
い
の
か
。

町
長

　
不
確
定
で
は
あ
る

が
、
先
に
述
べ
ら
れ
た
い

く
つ
か
の
案
を
上
げ
て
い

る
中
で
、
協
議
、
意
見
交

換
を
し
て
い
る
。
他
の
案

と
し
て
球
磨
支
援
学
校

が
、
現
在
本
町
に
あ
っ
て

小
学
部
、
中
学
部
、
高
等

部
と
あ
る
が
、
高
等
部
の

生
徒
数
が
増
え
て
き
て
い

る
の
で
、
県
南
の
中
心
施

設
と
し
て
、
高
等
部
の
移

転
の
考
え
方
も
あ
る
。
県

の
方
と
協
議
、
検
討
し
て

い
き
た
い
。

質
問

　
今
後
、
さ
ま
ざ
ま

な
危
機
に
対
す
る
エ
キ
ス

パ
ー
ト
が
必
要
に
な
っ
て

く
る
と
思
わ
れ
る
が
、
危

機
管
理
課
（
室
）
の
創
設

は
考
え
て
い
る
か
。

松
本
総
務
課
長

　
昨
年
の

熊
本
地
震
後
に
、
町
職
員

防
災
初
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

作
っ
た
。
危
機
管
理
、
と

り
わ
け
北
朝
鮮
問
題
に
つ

い
て
は
国
民
保
護
法
に
基

づ
い
て
緊
急
情
報
伝
達
シ

ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）

が
、
確
立
さ
れ
て
い
る
。

本
町
で
も
運
用
し
て
い
る

が
、
先
の
北
海
道
沖
の
ミ

サ
イ
ル
着
弾
時
に
は
、
対

象
地
域
で
な
か
っ
た
た
め

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
は
鳴
ら
な

か
っ
た
。

町
長

　
総
務
課
で
危
機
管

理
対
策
を
や
っ
て
い
る
。

気
象
庁
が
最
近
警
報
を
連

発
す
る
状
況
の
中
で
検
討

が
必
要
と
思
う
。
ま
た
、

人
員
に
つ
い
て
も
、
危
機

管
理
と
い
う
こ
と
で
自
衛

隊
・
警
察
官
О
Ｂ
等
の
採

用
も
検
討
し
て
い
き
た

い
。

質
問

　
危
機
管
理
課
の
施

設
（
防
災
セ
ン
タ
ー
）
の

建
設
に
つ
い
て
の
考
え

は
。

町
長

　
熊
本
地
震
時
、
最

重
要
視
さ
れ
た
業
務
継
続

計
画
と
い
う
の
が
あ
る

が
、
非
常
時
の
優
先
業
務

対
応
が
継
続
し
て
で
き
る

よ
う
な
耐
震
性
の
高
い
施

設
が
必
要
か
も
し
れ
な
い

が
、
将
来
を
見
越
し
て
慎

重
に
考
え
る
必
要
が
あ

る
。
規
模
に
も
よ
る
が
、

補
助
金
の
活
用
が
で
き
れ

ば
、
防
災
セ
ン
タ
ー
施
設

の
建
設
を
検
討
し
て
い
き

た
い
し
、
複
合
施
設
と
し

て
の
建
設
も
検
討
し
て
い

き
た
い
。

中

村

正

德

Q 
高
校
施
設
の
利
活
用
に
つ
い
て

A 
基
本
的
に
は
教
育
施
設
と
し
て

Q 
町
の
危
機
管
理
体
制
は

A 
防
災
セ
ン
タ
ー
の
建
設
を
検
討

どうする ⁉　広大な施設

いざという時の防災マップ

一
般
質
問
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調
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対
策
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▼
天
高
く
馬
肥
ゆ
る
秋
、
か
つ
て
今
の
時
節

に
よ
く
使
わ
れ
た
言
葉
で
あ
る
が
、
今
や
死

語
と
な
っ
た
。
何
せ
馬
が
見
当
た
ら
な
い
。

天
気
の
神
様
の
ご
機
嫌
が
悪
い
の
か
、
こ
の

と
こ
ろ
パ
ッ
と
し
な
い
天
気
が
続
く
。

　
さ
て
、
訳
の
判
ら
ぬ
う
ち
に
解
散
、
総
選

挙
と
な
っ
た
。
６
０
０
億
円
か
か
る
ら
し
い
。

総
理
に
よ
れ
ば
「
国
難
突
破
解
散
」
と
の
事

だ
が
、「
国
難
は
、
総
理
ア
ン
タ
だ
ろ
う
」

の
声
も
。
い
や
、「
疑
惑
隠
し
解
散
」
だ
、「
私

物
化
解
散
」
だ
、「
忖そ

ん

度た
く

解
散
」
だ
と
喧
し
い
。

政
治
、
政
治
家
の
「
劣
化
」
が
指
摘
さ
れ
て

久
し
い
。
栗
の
「
裂
果
」
は
皮
を
む
け
ば
売

り
物
に
な
る
が
、
政
治
家
の
「
劣
化
」
は
食

え
な
い
ど
こ
ろ
か
、
有
害
と
な
る
。
無
知
の

う
え
に
無
恥
、
傲
慢
、
不
遜
に
不
倫
。
挙
げ

る
と
き
り
が
な
い
。
川
柳
に
「
今
、
お
れ
は

何
党
か
と
秘
書
に
聞
き
」
と
あ
る
が
、「
自

分
フ
ァ
ー
ス
ト
」
で
も
あ
る
。

▼
先
日
、沖
縄
で
米
軍
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
「
墜

落
炎
上
」
し
た
。
オ
ス
プ
レ
イ
の
事
故
は
頻

繁
に
起
き
て
い
る
。
オ
ス
プ
レ
イ
は
米
国
内

で
は
「
空
飛
ぶ
棺
桶
」
と
か
「
未
亡
人
製
造

機
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
防
衛
省
が
一
機

１
０
０
億
円
（
因
み
に
多
良
木
町
の
年
間
予

算
は
約
67
億
円
）
で
17
機
を
購
入
す
る
と
の

こ
と
。
こ
の
間
の
「
ア
ベ
一
強
政
治
」
手
法

や
あ
り
方
の
評
価
を
含
め
て
、
未
来
世
代
へ

の
責
任
を
ど
う
果
た
し
て
い
く
の
か
。
政
治

の
末
席
に
身
を
置
く
一
人
と
し
て
も
問
わ
れ

て
い
る
。

　
　
　
　
　

文
責

　
久
保
田 

武
治

編

集

後

記

多良男

球磨雄

　白濱旅館の、できあがったげなナー。
いったいどんぐらい銭のかかったんナー。

「白濱旅館のできあがったっじゃろ？」

　へー町は案外かかっとらんタイ。
そもそも何で残したっかナー。

　6,900 万円ばかいかかっとっとバッテン、
補助金やらで5,600万円ばかいで、町は1,300
万円ぐらいでできたっバイ。

　明治 22 年にな、そん時の初代村長が北海道ば視察して「５間（９ｍ余）道路」ば作ったっタイ。
そん後「木材の集積地」として町は発展していったっタイ。よそん町は最初から狭かったもんで古
か家はいっちょん残っとらんバッテン、うちん町は多かろ。そいがよそん町と違うところタイ。
　そいから昔の「偉か人」のいろいろ泊まいやったし、町の発展のシンボルとしてまた、県は後世
に残す「伝統的建物」ちゅうて「歴町 50 選」に選定して、裏にゃー昔の「多良木高校の講堂」もあっ
どがな、国や県はこいから古か建もんば、残してそいば活用していくことば推奨しとっとバイ。

こいからどぎゃん使いかたすっとな。

そらー楽しみナー。

　こいから、今まで説明会やらして、いろいろ意見ば聞
いてきて、「地域の交流」「いきいきサロン」やら、なん
やら使うてよかげなで、役場にこぎゃん使い方すっでて
言うて貸してもらうるごたるバイ。普段から開けとるげ
なで誰でも見らるるげなで１回見に行きない。

広
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宇
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信
行

　 

林
田

　
俊
策

　
　
豊
永

　
好
人

豆 ち し き

今年もよう実ったバイ！


